
大宮高校に帰ってきました（弁護士　深谷　直史）
この度ご縁がありまして、埼玉県立大宮高校の授業に参加してきました。
大宮高校は、県内屈指の進学校であり、私の母校でもあります（2014年卒）。
大宮高校では、「大高人ワークショップ」と題して、建築・起業・デザイン・社会問題などの専門分野で活躍している卒業生が現役生に授
業をする、という取り組みをしています。
ちなみに、大宮高校生は大宮高校のことを「大高」（おおこう）と呼びます。

弁護士としては、例年は埼玉中央法律事務所の竪十萌子先生が授業を行っていましたが、今回は私も竪先生の授業にオブザーバーとしてお
邪魔することになりました。
テーマは「戦争をしないために、私たちはどうしたらいい？」です。

とても難しいテーマでしたが、生徒の皆さんよく考えて自分なりの結論を出していました。
時間の関係上、踏み込んだ議論まではできませんでしたが、困難な課題に対し自分で考えて解決策を提示する、その解決策を行動に移して
みるなどを学んでくれたのかなと思います。
授業を受けていたのは１年生でしたが、普段の授業で学んだりニュースやネットで得たりした知識を総動員してテーマを深堀りしてくれま
した。
弁護士の仕事についても、私の方から少しご紹介をしました。
弁護士バッヂを見せてあげたら、とても喜んでくれました。
私もちょうど10年前は高校3年生でしたので、大先輩として少し威張ってきちゃいました。

自分でいうのもなんですが、やはり大宮高校生は優秀ですね。
私が在学していたころよりも、よりスマートで切れ味鋭くなっている気がします。
勉強に部活で大変だと思いますが、学校生活を思いっきり楽しんで頑張ってほしいなと思います。

振り返ると、ちょうど10年前は私も高校3年生だったと考えると、時間が経つのは早いなと痛感します。
私が学生だったころの大宮高校は、世界遺産級のボロ校舎だったのですが、あまりにもひどかったせいか改修が進んでいるようです。
校舎東側２階の渡り廊下は当時雨漏りがひどかったのですが（４階建ての校舎なのに）、今は少しきれいになって旧国語科準備室が進路指
導室になっていました。

これからも、卒業生として何らかの形で母校の大高（おおこう）に貢献できればと思います。

弁護士　深谷　直史
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11/18-19シンポジウム”復興の人間科学2023”①福
島原発事故12年の経験から学ぶ②フクシマの“いま”を知る
シンポジウム“復興の人間科学2023”が、下記のとおり開催されます。どなたでも参加できます。オンライン参加も可能です。是非、
ご参加ください。

2023年　11月18日（土）10時／19日（日）10時

早稲田大学大隈記念講堂 （小講堂/大講堂）無料，申込不要
Zoom同時開催（Zoom参加の場合ネット申し込み制: https://wima.jp/）

◆主催：早稲田大学人間総合研究センター，早稲田大学災害復興医療人類学研究所（WIMA）
　　　　大会長：辻内琢也，実行委員長：平田修三，事務局長：金智慧　　　　
◆共催：MITATE Lab. Post-Fukushima Studies(フランス国立科学研究センター見立てラボ）（2日
目）https://mitatelab.cnrs.fr/
　　　　科研費基盤研究（B）：原発事故被災者の移住・帰還・避難継続における新たな居住福祉に関する人間科学的研究
◆問合せ先（WIMA研究所事務局：辻内研究室内）：〒359-1192  埼玉県所沢市三ヶ島2-579-15　（ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ
事務局） E-mail： shinsai-wima@list.waseda.jp

［使用言語：日本語 Language; Japanese, ZOOM英語字幕付：with English caption］

【１】　福島原発事故12年の経験から学ぶー当時小中学生だった若者達との対話から（第2回）ー
Lessons  from  12  Years  of  Experience  after  the  Fukushima
Nuclear Accident  : From the Dialogue between Young Victims
and Researchers

［11月18日（土）］ 大隈記念講堂　小講堂

［ご挨拶］　10:00　開会の挨拶　：　西村昭治（早稲田大学人間総合研究センター所長）

［第１部］　10:05～
　①企画趣旨・諸注意：平田修三（15分）（大会実行委員長・仙台青葉学院短期大学准教授）
　②避難経験のある若者5名による発表（各20分）
　③早稲田大学人間科学部学生による
　　　　　　　　　　事前インタビュー調査結果・考察（各10分）
　④本シンポジウム企画教員5名によるコメント（各8分）
　　　　　（扇原淳，小島隆矢，多賀努，日高友郎，明戸隆浩）
　　※1組目 10:20～11：00，2組目 11:00～11:40、 3組目 11:40～12:20，
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　　　 Lunch Time 12:20～13:20
　　　 4組目 13:20～14:00， 5組目 14:00～14:40

［第2部］　14:45～  基調講演　「演劇から考える原発事故の十二年：高校生たちと作る」
　話し手：佐藤茂紀（演出家・劇作家・高校教諭）
　聞き手：吉田千亜（フリーライター・ノンフィクション作家）　
　コメンテーター：辻内悠（応用演劇プラクティショナー）

内容：佐藤茂紀さんがこれまで高校生と作ってきた演劇を通して，ライター吉田との対談形式で原発事故について考える。また，佐藤さん
のこれまでの演劇の動画なども交えて，子どもたちと関わってきた佐藤さんの思いも聞かせていただく。

［第3部］　16:00～　パネルディスカッション：辻内琢也（司会）
　　　　　 　被災当事者5名，吉田千亜，金智慧，平田修三
　①テーマA:原発事故後12年の経験の意味・意義を考える
　②テーマB:若者達による日本社会・国際社会への提言

［第4部］　17:20～　　シンポジウムへのコメント
　　村上信夫（茨城大学人文社会科学部教授）
　　萩原裕子（WIMA招聘研究員・臨床心理士・震災支援ネットワーク埼玉SSN心理相談チーム代表）　

［ご挨拶］　17:50〜　閉会の挨拶：金智慧（大会事務局長・早稲田大学人間総合研究センター次席研究員）

■１１/１８基調講演（話し手）■ 佐藤茂紀 (Shigenori Satou)
＜プロフィール＞ 福島県出身．演出家・劇作家・高校教諭，日本演出者協会理事，日本劇作家協会会員，福島県高校演劇連盟理事．
►福島県郡山市を拠点とする劇団ユニット・ラビッツを結成．同劇団主宰，脚本・演出に携わる．高校演劇部顧問．劇団公演，高校演劇の
ほか，各種公共事業においても脚本，演出を担当．震災後は，演劇の力をもって今の思いを伝えようと，福島県産演劇25作品を発表．
■主な作品■
『この青空は，ほんとの空ってことでいいですか？』（2011）『劇王Ｘ～天下統一大会～』東北代表（2012）
『奥羽行進曲』（2013）
『あれからのラッキー☆アイランド』（文化庁委託事業,2015）
『ばけ～ション★プリーズ』（南会津町主催事業,2017）
『ほんとの空のその向こう』（第69回全国植樹祭,2018）
『鼬2021』（文化庁委託事業），他多数．

■１１/１８基調講演（聞き手）■ 吉田千亜 (Chia Yoshida)
＜プロフィール＞　埼玉県出身．立教大学文学部卒業．出版社勤務を経て，フリーライター．主に原発事故の取材を続けている．原発事故
当時，不眠不休で続けられた地元消防の活動と葛藤を，一人ひとりへの丹念な取材にもとづき描き出した『孤塁  双葉郡消防士たち
の3・11』にて，第42回講談社・本田靖春ノンフィクション賞(2020)，日隅一雄・情報流通促進賞2020大賞，日本ジャーナ
リスト会議（JCJ）賞を受賞．



■主な書籍■
『ルポ母子避難：消されゆく原発事故被害者』（岩波新書,2016）
『その後の福島 原発事故後を生きる人々』（人文書院,2018）
『孤塁 双葉郡消防士たちの3・11』（岩波書店,2020）

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

【２】　フクシマの“いま”を知るー自然科学と人文社会科学との対話から：教育を軸に考えるー
Understanding Fukushima Today：From a Dialogue between Natural
Sciences,  Humanities  and  Social  Sciences.  Rethinking
Education.

［11月19日（日）］ 大隈記念講堂　大講堂

［第1部］　10:00～　基調講演「研究不正・学界・メディア：宮﨑・早野論文をめぐる問題を中心に」
　　　　　　　　　　影浦峡　（東京大学大学院教育学研究科教授）
　内容：2016年，2017年に発表された宮﨑氏（福島県立医大）と早野氏（東京大学）による，空間線量と個人被ばく線量の関係を
扱う2論文に研究不正が発覚したことは日本社会だけでなく国際社会にとっても衝撃的な事件であった。  専門語彙論・文書処理・思考の
条件としての記号の研究を進めてきた影浦氏に，この宮﨑早野論文の何が問題であったのか，科学的な問題点とメディアの問題点を解説し
ていただく。

［第2部］　11:10〜　リレー講演　（各30分）　

①小豆川勝見（11:10～）自然科学者（環境分析学）　
　「線量測定と住民とのやりとり―大熊町を例に」
②浅沼=ブリス・セシル（11:45～）人文社会科学者（都市社会学）
　「浪江―原発事故後の回復力レジリエンスの世界的モデルとして映し出される田舎の村」
③鴨下祐也（12:20～）自然科学者（バイオ機能応用学・バイオプロセス工学／ものづくり技術・機械・電気電子・化学工学）
　「科学者そして当事者として体験し考え続けてきたこと―事故前，事故後，そして“いま”」

<Lunch Time　12:50〜13:50>

④日高友郎（13:50～）人文社会科学者（社会心理学）・自然科学者（衛生学）
「福島原発事故による長期避難後の帰還困難区域への帰還に関する懸念：飯舘村長泥地区住民へのインタビューから」
⑤辻内琢也（14:25～）人文社会科学者（文化人類学・医療人類学）・自然科学者（心身医学・災害精神医学）
「過剰な不安ではなく正当な心配である：放射線の健康影響に対する科学リテラシー」
⑥明戸隆浩（15:00～）人文社会科学者（社会学・多文化社会論）
「計量テキスト分析をふまえた『復興』概念の批判的検討」

［第3部］　15:40～  パネルディスカッション：増田和高（司会）



　パネリスト（小豆川，ブリス，鴨下，日高，辻内，明戸）
「フクシマの“いま”を知るー自然科学と人文社会科学との対話から：教育を軸に考えるー」

［第4部］　17:20～　シンポジウムへのコメント（各10分）
　堀川直子　（WIMA招聘研究員）
　森松明希子（WIMA招聘研究員・東日本大震災避難者の会Thanks&Dream代表）
　猪股正（WIMA招聘研究員・震災支援ネットワーク埼玉SNN代表）

［ご挨拶］　17:50〜　閉会の挨拶：辻内琢也　（大会長）

■１１/１９基調講演■ 影浦峡 (Kyo Kageura)
＜プロフィール＞　北海道出身．東京大学教育学部，マンチェスター大学科学技術研究所卒．現在，東京大学大学院教育学研究科・総合教
育科学専攻生涯学習基盤経営講座・図書館情報学研究室  教授．Ph.D（マンチェスター大学），修士（教育学）．専門は言語とメディ
ア．情報学，言語学，計量言語学，翻訳学の分野の国際ジャーナル・学会で幅広く活躍．日本図書館情報学会賞(2001)，言語処理学
会第12回年次大会優秀発表賞(2007)，日本学術振興会理事長表彰(2012)，A-LIEP  Best  Paper
Award (Research-Theoretical,2021)．
■主な著書・訳書■
“The Quantitative Analysis of the Dynamics and Structure of
Terminologies” (Amsterdam: John Benjamins, 2012)
『ソシュール：一般言語学講義：コンスタンタンのノート』（東京大学出版会,2007）
■会場のご案内■
早稲田大学大隈記念講堂
住所：東京都新宿区戸塚町1丁目104
（地下鉄東西線「早稲田駅」徒歩5分，都営バス「早稲田大学正門」徒歩1分，都電荒川線「早稲田」徒歩5分，JR・西武線「高田馬場
駅」徒歩20分）

■シンポジウムの概要■

東日本大震災および原発事故から今年で12年が経つ．しかし，福島第一原子力発電所事故により避難生活を余儀なくされた人々の多くは，
いまだに生活基盤が確立しておらず，生活や人生における苦悩が継続している．

2011年に「人間科学学術院としても復興に役立つ学術的支援ができないだろうか」という教授会での問題提起を機に，有志の教員によっ
て『震災と人間科学ネットワーク』が組織され，人総研シンポジウムとして2012年3月に『東日本大震災と人間科学』，2013年3
月に『第2回東日本大震災と人間科学：ポスト3.11の災害復興と環境問題を考える』が開催された．2013〜2015年はプロジェ
クト科目『災害の人間科学』，2016〜2018年はプロジェクト研究『復興の人間科学』，そして2020年からは科研費Bを獲得し，
このチームによる研究調査・支援・教育活動が継続され，2021年には人総研シンポジウム『福島原発事故10年の経験から学ぶ―当時
小学生だった若者たちとの対話』を開催した．大きな成果と反響があった（YouTube記録動画再生回数：合計1950回）一方で，
今後，時間をかけて向き合っていく必要のある様々な課題も浮き彫りになった．今回企画するシンポジウムは，そこでの課題を引き継ぎな
がら実施するものである．

https://saitamasogo.jp/inomatatadashi


1日目のシンポジウム・テーマは『福島原発事故12年の経験から学ぶー当時小中学生だった若者達との対話から（第2回）ー』であ
る．原発事故による避難生活という過酷な人生体験を小学生・中学生の時期に経験した被災者は，今年で19歳〜27歳となる．子ども時
代の被災・避難体験は，人生に大きな影響を与える一方で，そこでの苦悩や子どもの立場からの発信は，今なお，社会に十分に届いていな
い．また，子どもという立場ゆえ，あるいは深刻化する分断という社会的状況のなかで，彼らが声を上げること自体がますます難しくなっ
ているようにも感じられる．

本シンポジウムの目的は，彼らのこれまでの12年の人生経験から，私たちが何を学べるのか人間科学的視座から問うものである．本チー
ムは，著書『ガジュマル的支援のすすめ』，『震災後に考える：東日本大震災と向き合う92の分析と提言』，『Human
Sciences of Disaster Reconstruction』や，国際誌・学会誌に数多くの成果を発信してきた．本シ
ンポジウムは，医療人類学（辻内），発達心理学（平田），臨床心理学（金），社会心理学（日高），環境心理学（小島），社会医学（扇
原），社会福祉学（多賀），地域福祉学（増田），精神保健福祉学（岩垣），社会学（明戸），社会人類学（堀川），法学（猪股）といっ
たトランス・サイエンスの観点から，未来を担う若者達の語りを傾聴し対話を重ねることに意義があると考えている．

2日目のシンポジウム・テーマは『フクシマの“いま”を知るー自然科学と人文社会科学との対話から：教育を軸に考えるー』である．福
島原子力発電所事故を発端にした災害を，ここでは「フクシマ原子力災害」と呼ぶ．この災害は福島県だけの問題ではなく，日本全体の問
題であり，かつ国際的問題であり，さらに地球全体の問題であると企画者らは考えている．“いま”フクシマで何が起きているのか？放射
性物質はどうなっているのか？被災地はどう変容していっているのか？環境は？人々は？復興は？，現在も続く巨大な問題群を，自然科学
者と人文社会科学者そして当事者たちとの対話をもとに解読していく．

虎に翼（弁護士　宮本　澄香）
９月で朝ドラ「らんまん」が終わり、新たに「ブギウギ」が始まりましたね。

というと、いかにも毎回朝ドラを視聴している勢のようですが、朝はたいていバタバタしていることと、1回15分という短い放送時間の
中で、あまり話が進まないのをもどかしく感じることもあり、これまで一度も朝ドラを初めから終わりまで見たことはありませんでした。

しかしながら、2024年前期に放送予定の朝ドラ「虎に翼」は、日本初の女性弁護士の一人であり、後に裁判官となった三淵嘉子さんを
モデルにした話ということで、興味を惹かれています。

主演は執行官の仕事を描いたドラマ「シッコウ!!〜犬と私と執行官〜」でも主演を務められた伊藤沙莉さん。同ドラマやCM等ではコミ
カルな演技が印象的だったので、朝ドラだとどんな演技をされるのだろうとこれまた気になっています。  朝は苦手ですが、頑張って少し
早起きして見てみようと思います。

弁護士　宮本　澄香
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“子どもの留守番禁止条例”が廃案に！ 埼玉県虐待禁止条例案
の問題点を埼玉の弁護士が解説
報道で取り上げられ何かと話題になっている、埼玉県のトンデモ条例案についてです。
2023年10月13日にも本会議採決が見込まれていましたが、批判の声が相次いだため同日の採決は撤回され、廃案になったようです。

「埼玉県で子育てしたくない」？　子どもだけの外出・留守番は「虐待」とする自民の条例改正案に保護者反発　東京新聞TOKYO
　Web

埼玉県条例改正で子どもの「留守番禁止」へ　子育て家庭に負担懸念も　毎日新聞

子ども“放置は虐待”条例案に専門家「憲法違反の疑い」共働き夫婦「何もできない」　テレ朝　報道ステーション

埼玉の「虐待禁止」条例案、９月定例会での成立断念…「子どもだけの登下校まで」批判相次ぐ　読売新聞オンライン

この条例案では、９歳までの「児童を現に養護する者は、当該児童を住居その他の場所に残したまま外出することその他の放置をしてはな
らない。」としています。

立案者である自民党県議は、安全を確保できる、すぐに駆け付けられる、この2点が確保できない状況は、短時間であっても放置に当たる
として、例えば

・小学1～3年生までの児童だけでの登下校

・子どもだけで公園で遊ぶ

・子どもだけでおつかい

・子どもだけで留守番

も「放置」に当たるというのです。

なお恐ろしいことに、県民が虐待や放置を発見したら通報及び通告をする義務が定められ、将来には放置や通報義務違反に罰則を設ける予
定だそうです。

この条例案は、子育て実態を全く考えられていない点で大問題です。何気なく日常的に行っていた育児が、将来的に違法になってしまう可
能性があるのです。シッターや他の親族を頼るにしても、そんなことができる家庭がいったいどれだけあるでしょうか。条例制定によって
生じる経済負担や精神負担を無視していると言わざるを得ません。
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しかも、それを見つけた県民は警察や児童相談所へ通報・通告しなければいけない義務があります。子どもたちだけで登下校をしているの
は、普段ありふれている光景でしょう。今後は、それを見つけたら警察へ通報し、通報や通告をしなければ義務違反となってしまいます。
監視社会になりかねないような規制であり、実態に即していないことは明らかです。
また、規制が広範に過ぎる点、親の職業選択自由や個人の価値観を認めていない点などで憲法違反の疑いすらあります。

一体何のために、これほどまでにヘンテコな条例を作るのでしょうか。
自民党県議は「子どもが放置されている状態を我々は『虐待』と定義し、留守番できるからといって小３以下の子どもを残して外出してい
る状態がいかに危険か、そこの意識の認識を変えていただきたい」と発言しています。
果たしてそうでしょうか。埼玉県は、待機児童数が全国ワースト２位であるにもかかわらず公的支援は依然と乏しい状況です。そのような
限られたリソースの中で、子育てをしている多くの保護者は、自ら適切に判断し、日常的に子どもたちを留守番させたり遊ばせたりさせて
いるはずです。
それが一律に「子ども達にとって極めて危険な行為なんだ！直ちに規制しなければならないのだ！」と考えてしまうのは、あまりにも現実
が見えていない。環境整備をすることなく上から目線で決めつけているとしか思えません。ひとり親家庭や共働き世帯など、多様な家族の
ありようが全く考えられていません。当事者である子育て世帯や子どもたちからどれだけの意見聴取をしたのでしょうか。

虐待を防止するという名目で、子育て世代に重い負担をかけることは、ひいては子どもたちの不利益になります。子育ての負担を軽減する
政策を整備することなく、罰則と強制で解決をしようとするのは、政治の職務放棄に他なりません。

マスメディアで大きく報道され県内外から批判が相次いだことから、一旦は採決見送り・廃案になりました。しかし、油断はできません。
自民党県議は「説明不足」を廃案の理由としましたが、そのようなコメントをしてしまうこと自体が、問題の本質を全く理解していないこ
とを表しています。また、「条例案の内容に瑕疵はなかった」ともコメントするなど、全く悪びれないご様子です。物分かりの悪い政治家
には、市民の“NO！”の声を突き付けることが大事です。

今回は、「こんな条例はおかしい！」、「ばかげている！」、「この条例案が通ってしまっては子育てなんかできなくなる！」、といった
市民の声が、政治を動かしました。みなさんで声を上げて意思表明をすることが、埼玉県だけでなく、この国の政治、この国の未来を変え
ることにもなります。
私たちも、市民の皆様に寄り添った活動を続けてまいります。

法律相談はこちら⇒リンク

弁護士　深谷　直史
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がんばれ、テレビマン（弁護士谷川生子）
普段、あまりテレビドラマをチェックしないのですが、２０２２年１０月から関西テレビで放送された「エルピス－希望、あるいは災い－」
の再放送を観ました。

かつては報道部の花形、今は深夜のバラエティ番組を担当する落ち目の女性アナウンサーと新人ディレクターが、死刑囚の冤罪疑惑報道に
挑む物語で、むやみに権力に追随してしまうテレビ界の裏側や、再審請求の難しさなどが描かれていました。

テレビ制作者にとって自虐的ともいえる内容で、作るのは相当大変だったのではないでしょうか。佐野亜裕美プロデューサーは、他にも
数々の話題ドラマを制作し、自身の性被害の体験と当時の自分の考え方について公表するなど、勇気ある発信を続けています。

他にもいるであろう、心あるテレビマンを応援したいと思いました。

弁護士　谷川　生子

米を炊いている（弁護士　竹内　和正）
ごはん釜を購入し、日夜、米を炊く日々を送っています。
炊きあがるお米はおいしいですが、おいしいお米を食べたいという欲求だけではなく（まあ、炊飯器でも十分おいしいので）、釜でお米を
炊きたいという興味からの行動です。

購入したごはん釜はとても優秀で、火加減の調整などいらず、炊き始めてから数分経つと、釜の蓋についているホイッスルがピーッ！とな
りはじめ、それから数分加熱してから火を止めて、そのまま蒸らしておけば炊きあがります。

実質、僕がやっていることは、米を洗い、浸水させ、火をつけ、笛を合図に火を止めるだけですが、険しい表情で腕組みをし、台所に張り
付いて炊きあがりをまっています。

弁護士　竹内　和正
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スポーツ・ハラスメント研修（弁護士　佐渡島　啓）
先日、認定NPO法人飯能市スポーツ協会の研修会で、
スポーツ・ハラスメントについてお話をしてきました。

こちらの研修会に講師としてお招きいただくのは、昨年に続いて２度目。

スポーツ指導者を対象としたある調査結果によれば、
ハラスメント研修の受講回数を重ねるほど、
ハラスメントせずに指導する自信を持てると回答する指導者の割合が増えるのだそうです。

今後もスポーツ団体からお声がかかれば、可能な限り出向いて講師活動を続けたいと思います。

弁護士　佐渡島　啓

9／30 全国一斉「いのちと暮らしを守る　なんでも相談会～
住まい・生活保護・労働・借金etc…～」【第３弾】電話＆リ
アル
　物価高が続くなかで、収入が減り貯えも尽きていき、家賃の支払いや借金のことで悩まれたり、解雇や雇い止めで収入が減少するなど、
厳しい状況に置かれた方がたくさんいらっしゃいます。
　弁護士、司法書士、社会福祉士、精神保健福祉士などが、全国で連携して、生活、労働、法律のことなど、幅広く、無料で、ご相談に対
応します。
　一人で悩まず、お気軽にご相談ください。（第４弾は１２月２３日（土）に実施予定）

記

【日　　時】　９月３０日（(土)）午前10時～午後６時　　

【電話相談】　番号　０１２０－１５７－９３０（フリーダイヤル）
　　　　　　　上記時間帯、全国どこから架けても空いている回線に無料でつながります。

　　　　　　　フリーWi-Fiスポットからの「つながるWEB電話（ボイチャ相談）」にも対応
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　　　　　　（埼玉、大阪など）
　　　　　　　「つながるWEB電話（ボイチャ相談）」をかけるには、
　　　　　　→　ココをクリック。トップ画像にある各地域の発信ＩＤを入力（例えば、埼玉であれば、発信ID：0930sai）
　　　　　　→　詳しくは、こちら

【面接相談】　事前申込み不要
　　　　　　　食料等の無償配布、健康・医療相談を行う会場もあります。
　　　　　　　全国の会場一覧は⇒こちら　　　　

　　　　　　　★埼玉は、１０時～川口フレンディア（川口駅東口徒歩１分）４階で実施。食料無償配布（先着３００名）　　　　
　　　　　　　★東京は、～早稲田の東京DEWで、フードパントリーも予定　　　　　　

【相談例】
・借金、社会福祉協議会の特例貸付（緊急小口資金・総合支援資金）の返済ができない。
・物価高騰で生活苦
・食料の支援を受けたい。
・解雇、雇い止め、賃金引き下げ
・バイトを切られ、学費を払えない。
・家賃滞納で困っている。
・生活保護を受けられるか。
・住居を喪失した。

【主　催】　いのちと暮らしを守る なんでも相談会実行委員会

【問合先】　猪股　正 （埼玉総合法律事務所　048-862-0355）

「闇に咲く花」（こまつ座）（弁護士　伊須　慎一郎）
新宿サザンシアターで「闇に咲く花」を観劇した。
普段よりも、女性が多く、驚いた。
松下洸平（牛木健太郎役）さんが出演しているからだったのだろう。

松下さんは２０１６年「木の上の軍隊」以来。
時は流れて７年。
役者、俳優として精進してきたのだろう。
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「ついこのあいだおこったことを忘れちゃだめだ。
忘れたふりをしちゃ、なおいけない。」
健太郎は、自分を戒め、Ｃ級戦犯として、
たった３日間の裁判で死刑となり、執行される。

父、牛木公麿（山西惇さん）
「ここは神社ですよ。稲垣君（健太郎の友人・浅利陽介さん）。
神社になったんです。」

最後の最後に靖国神社からの『平和』の太鼓の音が鳴り響く。
公麿達の不安の表情。終幕。

戦後７８年。
靖国神社の『平和』の太鼓が、どんどんと大きくなっている。
「忘れたふりをしちゃ、なおいけない。」
健太郎の言葉を胸に刻んで、生きようと思う。

弁護士　伊須　慎一郎

「連帯」とは？（弁護士　髙木　太郎）
労働弁護団などでお世話になっている豊川義明先生が、日本評論社から「現代労働法論～開かれた法との対話」を出された。
まだ、最初の方しか読んでいないが、「連帯」という概念を手段的なものではなく、人々がこれを求めるもの、実体的な権利として、論述
されており、なるほどと得心した次第（こんなことは、もう常識で、不勉強のせいで私だけが知らないのかもしれないが）。そして、「連
帯」の掘り下げから、「連帯スト」の適法性が論じられている。凝り固まった自分の頭を、柔らかくしてくれる刺激が詰まっている書籍で
ある。

本年８月１日から法テラス埼玉の所長に就任しました。弁護士会の会長とはまた違った難しさがあるなあ、と日々、痛感しています。法テ
ラスの必要性、役割、その限界や、今後の発展方向について、毎朝、毎日、ぐるぐる考えています。法テラスでも、「連帯」は大事です。

弁護士　髙木　太郎
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